
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論

そ
の
　
　
断
面

重
　
田

晃

ま
　
え
　
が
　
き

　
わ
が
国
で
も
こ
こ
数
年
、
構
造
主
義
理
論
に
た
い
す
る
関
心
の
高
ま
り
を
反
映
し
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
構
造
主
義
的
マ
ル
ク

ス
主
義
が
注
目
さ
れ
っ
っ
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
自
身
は
「
構
造
主
義
的
マ
ル
ク
ス
主
義
の
可
能
性
」
は
あ

り
え
な
い
と
い
い
、
構
造
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
的
世
界
観
の
「
人
文
科
学
に
跡
脊
小
ヴ
ァ
リ
ァ
ソ
ト
」
に
ほ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

ら
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
で
、
構
造
主
義
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
こ
そ
当
面
の
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
闘
争
の
主
目
標
の
一
っ
だ
と
い
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
の
構
造
主
義
を
科
学
の
方
法
と
解
す
る
な
ら
、
ピ
ア
ジ
ヱ
も
い
う
よ
う
に
、
７
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
解
釈
か

ら
出
て
く
る
積
極
的
主
張
は
、
「
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
を
へ
ー
ゲ
ル
の
そ
れ
か
ら
切
り
離
し
、
前
者
に
構
造
主
義
の
形
式
を
あ
た
え
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

そ
れ
に
ょ
っ
て
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
認
識
論
（
似
冨
詠
昌
◎
一
◎
腎
）
を
っ
く
り
あ
げ
」
よ
う
と
試
み
て
い
る
点
で
、
か
れ
自
身
の
否
定

的
主
張
に
も
か
か
わ
ら
ず
現
代
構
造
主
義
の
思
潮
に
樟
さ
し
て
い
る
こ
と
は
否
み
難
い
。
で
は
、
ピ
ァ
ジ
ヱ
の
い
う
「
マ
ル
ク
ス
の

弁
証
法
に
現
代
の
構
造
主
義
の
形
式
を
あ
た
え
る
」
こ
と
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
今
後
の
発
展
に
い
か
な
る
形
で
寄
与
す
る
の
か
？

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
八
八
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
八
八
二
）

構
造
主
義
の
思
想
と
方
法
が
今
目
の
注
目
さ
れ
る
思
潮
の
一
っ
で
あ
る
だ
け
に
、
か
れ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
は
検
討
に
値
す
る
問
題

と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
が
か
れ
の
プ
ル
ク
ス
主
義
論
に
注
目
す
る
理
由
は
そ
れ
だ
げ
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
総
体
は
、

こ
れ
を
分
析
的
に
把
え
る
な
ら
、
主
意
説
的
要
素
と
決
定
論
的
要
素
、
あ
る
い
は
主
体
性
の
契
機
の
重
視
と
科
学
的
客
観
性
の
側
面

の
強
調
と
い
う
相
互
対
立
的
な
二
極
に
分
離
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
体
系
上
の
独
自
性
は
い
わ
ぱ
こ
の
二
極
の
弁
証
法
的
統
一
に

あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
「
正
統
的
」
解
釈
は
こ
の
弁
証
法
的
統
一
の
立
場
を
自
負
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

問
題
性
は
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
を
契
機
に
は
し
な
く
も
暴
露
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
ス
タ
ー
リ
ソ
批
判
以
後
の
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
が
、

旧
来
の
正
統
的
解
釈
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
た
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
多
少
と
も
す
で
に
指
摘
し
た
二
極
の
い
ず
れ
か
に
傾
斜
す
る
に
至

っ
た
の
は
止
む
を
え
な
い
状
況
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
マ
ル
ク
ス
主
義
研
究
の
こ
う
い
っ
た
二
極
分
解
的
傾
向
は
今
目
で
は
も
は
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

否
定
し
難
い
国
際
的
潮
流
と
い
っ
て
よ
く
、
そ
の
今
目
的
特
徴
は
、
一
方
の
側
が
初
期
マ
ル
ク
ス
の
著
作
（
こ
と
に
『
経
済
学
．
哲
学
手

稿
』
）
を
重
視
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
後
期
マ
ル
ク
ス
の
著
作
を
読
み
直
す
こ
と
で
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
側
面
を
強
調

し
よ
う
と
す
る
の
に
た
い
し
て
、
他
の
側
は
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
げ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
の
分
離
を
主
張
し
、
あ
る
い
は
現

代
科
学
の
成
果
の
批
判
的
摂
取
を
説
く
こ
と
で
、
科
学
主
義
的
色
彩
を
色
濃
く
し
つ
つ
あ
る
点
に
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
ア
ル

チ
ュ
セ
ー
ル
の
立
場
は
後
者
の
流
れ
に
属
し
、
そ
の
特
色
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
科
学
性
と
客
観
性
の
保
証
を
構
造
主
義
的
方
法
の
理

論
的
厳
密
性
に
、
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
徹
底
的
に
考
え
抜
か
れ
た
旧
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
解
釈
に
た
い
す
る

反
省
は
、
論
理
の
綴
密
さ
と
あ
い
ま
っ
て
、
こ
の
系
統
の
マ
ル
ク
ス
主
義
解
釈
に
た
い
す
る
賛
否
を
越
え
て
教
え
ら
れ
る
点
が
多
い
。

　
以
下
、
本
稿
で
は
以
上
の
問
題
意
識
に
導
か
れ
っ
っ
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
を
と
り
あ
げ
る
の
だ
が
、
か
れ
自
身



の
マ
ル
ク
ス
主
義
へ
の
寄
与
と
し
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
と
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
と
の
関
係
の
批
判
的
再
検
討
と
結
び
つ
い
て
提
起
さ

れ
た
「
重
層
的
決
定
の
理
論
」
な
ど
が
特
に
著
名
で
あ
る
。
だ
が
少
な
く
と
も
私
に
は
、
こ
れ
ら
の
積
極
的
主
張
は
、
旧
来
の
マ
ル

ク
ス
主
義
解
釈
に
た
い
す
る
反
省
や
そ
れ
と
結
び
つ
い
た
か
れ
独
自
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
と
切
り
離
し
て
は
そ
の
真
意
を
捕
捉
し
難

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
わ
げ
で
、
以
下
で
は
こ
の
点
に
っ
い
て
の
か
れ
の
所
説
の
大
要
を
ひ
と
ま
ず
系
統
的
に
整
理
す

る
。
こ
の
所
説
に
も
と
づ
く
か
れ
自
身
の
積
極
的
主
張
と
か
れ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
総
体
の
は
ら
む
問
題
性
に
っ
い
て
は
い
ず
れ
別

稿
を
用
意
し
た
い
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
西
川
長
夫
「
ル
イ
．
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
と
哲
学
の
復
権
」
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
著
、
西
川
長
夫
訳
『
レ
ー
ニ
ソ
と
哲
学
』

　
　
　
　
一
九
七
〇
年
、
　
一
四
九
ぺ
ー
ジ
を
参
照
。

　
　
（
２
）
　
ジ
ャ
ン
．
ピ
ア
ジ
ェ
著
、
滝
沢
・
佐
々
木
共
訳
『
構
造
主
義
』
一
九
七
〇
年
、
二
一
八
べ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
　
フ
ラ
ソ
ス
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
河
野
健
二
「
現
代
マ
ル
ク
ス
主
義
の
二
つ
の
立
場
ー
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
構
造
主
義
」
、
『
思
想
』
一
九
六
八
年

　
　
　
五
月
号
（
後
に
河
野
．
田
村
共
訳
『
甦
る
マ
ル
ク
ス
』
第
一
分
冊
に
訳
老
解
説
人
か
え
て
再
録
）
が
、
杜
会
主
義
圏
の
動
向
に
っ
い
て
は
、
花
崎
暴

　
　
　
平
『
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
科
学
と
哲
学
』
一
九
六
九
年
、
　
「
序
論
『
マ
ル
ク
ス
の
哲
学
』
研
究
の
現
段
階
」
お
よ
び
第
二
章
の
（
３
）
が
有
益
で
あ

　
　
　
る
。
そ
の
他
に
芝
田
進
午
編
著
『
現
代
革
命
と
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
』
上
下
二
巻
、
一
九
七
〇
１
七
一
年
の
該
当
論
文
を
参
照
。
な
お
本
稿
の
構
想

　
　
　
を
た
て
る
に
あ
た
っ
て
は
、
前
掲
河
野
教
授
の
論
文
よ
り
多
く
の
点
を
教
え
ら
れ
た
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
の
特
色
の
一
っ
は
、
一
方
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
の
明
確
な
分
離
を
主
張
す
る
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、

も
に
、
そ
れ
を
基
礎
に
・
マ
ル
ク
ス
主
義
の
思
想
体
系
を
ひ
と
ま
ず
科
学
の
体
系
（
史
的
唯
物
論
）
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
に
あ
る
。
で

は
、
か
れ
に
と
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
何
か
、
科
学
と
は
い
か
た
る
も
の
な
の
か
？

　
　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
（
八
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
八
八
四
）

　
か
れ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
宗
教
・
倫
理
、
哲
学
な
ど
）
を
規
定
し
て
、
　
「
あ
る
一
定
の
杜
会
内
に
お
い
て
歴
史
上
の
存
在
と
役
割
を

与
え
ら
れ
た
徴
表
〔
昌
肩
診
彗
葦
一
冒
〕
（
そ
れ
は
場
合
に
．
よ
っ
て
、
イ
マ
ー
ジ
ュ
、
神
話
、
観
念
、
あ
る
い
は
概
念
）
の
一
っ
の
体
系
（
そ
の

固
有
の
論
理
と
厳
密
性
を
保
持
し
て
い
る
）
」
だ
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
徴
表
の
体
系
と
い
う
点
で
、
そ
れ
は
一
つ
の
「
種
別
的
彬
成
物
」

を
な
し
、
一
方
で
「
基
礎
と
し
て
の
経
済
活
動
」
や
「
政
治
組
織
」
と
区
別
さ
れ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
こ
れ
ら
の
諸
領
域
と
並

ん
で
、
こ
れ
ら
の
諸
領
域
を
動
か
し
て
い
る
「
種
別
的
複
合
性
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
統
一
性
」
を
そ
な
え
た
杜
会
総
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
「
有
機
的
た
一
部
分
」
を
な
し
て
い
る
。

　
他
方
、
一
般
に
人
問
の
杜
会
的
活
動
は
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
中
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
通
し
て
、
イ
デ
オ
艀
ギ
ー
に
よ
っ
て
展
開

さ
れ
る
」
と
い
う
点
に
着
目
す
る
次
ら
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
は
「
人
問
と
か
れ
の
『
世
界
』
と
の
関
係
の
表
現
」
だ
と
い
っ
て
も
よ

い
。
た
だ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
色
は
こ
の
関
係
の
表
現
の
仕
方
、
方
法
に
か
か
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
、
人
間
の
現
実
の
存
在
条
件
に
た
い
す
る
関
係
に
お
い
て
、
　
「
現
実
上
の
関
係
が
不
可
避
的
に
想
像
上
の
関
係

に
包
ま
れ
」
て
い
て
、
こ
の
関
係
の
表
現
が
「
現
実
上
の
関
係
と
想
像
上
の
関
係
と
の
（
重
層
的
に
決
定
さ
れ
た
）
統
一
」
を
な
し
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
か
れ
が
科
学
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
峻
別
を
主
張
す
る
理
論
上
の
根
拠
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
こ
の
「
重
層
的
決

（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
一

定
」
（
。
。
員
室
¢
彗
ぎ
き
昌
）
に
か
か
わ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
「
想
像
的
た
も
の
に
よ
る
現
実
的
な
も
の
の
、
そ
し
て
現
実
的

な
も
の
に
よ
る
想
像
的
な
も
の
の
重
層
的
な
決
定
」
が
作
用
し
て
い
る
結
果
、
人
問
の
現
実
の
存
在
条
件
に
た
い
す
る
真
実
の
関
係

は
顛
倒
さ
れ
、
あ
る
い
は
変
換
さ
れ
た
形
態
で
意
識
の
領
域
に
の
ぽ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
種
の
顛
倒
さ
れ
、
変
換
さ

れ
た
意
識
の
特
徴
は
、
そ
れ
が
「
な
に
よ
り
も
ま
ず
構
造
と
し
て
大
多
数
の
人
々
に
認
め
ら
れ
」
、
い
わ
ば
無
意
識
の
意
識
と
し
て
、

「
か
れ
ら
の
『
意
識
』
を
と
お
ら
な
い
」
点
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
、
イ
デ
ォ
ロ
ギ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

－
に
は
自
己
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
現
実
上
の
真
の
関
係
へ
の
通
路
が
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ル

チ
ュ
セ
ー
ル
が
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
的
概
念
に
１
っ
い
て
（
例
え
ぼ
ヒ
ュ
マ
ニ
ズ
ム
の
概
念
）
、
そ
れ
は
「
あ
る
特
殊
な
（
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
上
の
）

様
式
に
よ
っ
て
、
存
在
し
て
い
る
も
の
を
指
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
本
質
を
与
え
な
い
」
と
い
い
、
科
学
的
な
概
念
と
異
な
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

て
「
現
実
を
認
識
す
る
方
法
を
与
え
な
い
」
と
述
べ
る
と
き
、
そ
れ
は
以
上
の
よ
う
な
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
把
握
を
前
提
し
て
い
た
の
で

あ
る
。

　
で
は
、
科
学
は
ど
の
点
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
ち
が
う
の
か
？
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
哲
学
と
対
比
し
な

が
ら
、
例
え
ぼ
現
実
の
科
学
的
認
識
に
っ
い
て
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
哲
学
は
宗
教
や
道
徳
と
ま
っ
た
く
同
様
に
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
に
す
ぎ
な
い
。
哲
学
は
歴
史
を
も
た
な
い
。
哲
学
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
よ
う
に
ー
思
わ
れ
る
こ
と
は
す
べ
て
実
際
は
哲
学

の
外
で
、
唯
一
の
現
実
の
歴
史
で
あ
る
人
問
の
物
質
的
な
生
活
の
歴
史
の
中
で
起
こ
っ
て
い
る
の
だ
。
科
学
と
は
、
し
た
が
っ
て
、

現
実
を
覆
い
隠
す
さ
ま
ざ
ま
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
－
…
…
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実
の
覆
い
を
は
が
す
と
い
う
行
為
を
通
じ
て
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

識
さ
れ
た
、
現
実
そ
の
も
の
で
あ
る
。
」

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
１
よ
れ
ぼ
、
　
こ
の
よ
う
に
科
学
は
一
定
の
思
想
彩
態
（
例
え
ば
「
哲
学
的
意
識
」
）
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
批

判
し
、
そ
れ
と
の
「
断
絶
」
の
上
に
は
じ
め
て
樹
立
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
場
合
の
科
学
の
一
般
的
な
認
識
構
造
を
か
れ
は
さ
ら
に

つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
か
れ
は
ま
ず
科
学
的
た
認
謝
行
為
を
実
践
の
一
形
態
と
み
な
し
、
こ
の
理
論
的
実
践
の
働
き
か
け
の
素
材
は
、
　
「
経
験
論
や
感
覚

論
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
幻
想
」
が
そ
う
考
え
る
よ
う
に
、
直
接
に
「
存
在
す
る
も
の
」
で
は
な
く
て
、
　
「
現
存
の
諾
概
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

（
Ｏ
昌
Ｏ
｛
誌
異
尋
彗
亘
く
◎
易
邑
Ｈ
；
。
・
９
）
　
そ
れ
は
科
学
の
成
立
期
に
は
イ
テ
オ
ロ
キ
ー
の
性
質
を
お
び
て
い
る
　
　
だ
と
い
い
、

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
瓶
旧
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
八
八
五
）
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五
四
　
（
八
八
六
）

そ
れ
の
抽
象
性
と
普
遍
性
に
着
目
し
て
、
こ
れ
を
「
第
一
の
一
般
性
」
と
名
づ
げ
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
科
学
に
お
げ
る
理
論
的
実
践

と
は
自
己
の
働
き
か
げ
の
対
象
を
な
す
こ
の
素
材
と
し
て
の
「
第
一
の
一
般
性
」
を
「
特
殊
化
さ
れ
た
く
諾
概
念
Ｖ
」
、
つ
ま
り
「
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

識
と
い
う
も
う
一
っ
別
の
く
旦
一
体
的
な
Ｖ
一
般
性
」
（
「
多
く
の
諸
観
定
の
総
括
」
、
「
多
様
な
も
の
の
統
一
」
と
し
て
の
「
具
体
的
た
も
の
」
）
ｌ

ー
か
れ
は
こ
れ
を
「
第
三
の
一
般
性
」
と
乎
ぶ
　
　
に
つ
く
り
変
え
る
作
業
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
一
般
に
実
践
の
過
程
で
は
労
働

そ
の
も
の
と
労
働
の
素
材
と
の
問
に
は
「
生
産
手
段
」
が
介
在
す
る
は
ず
で
あ
る
。
で
は
、
理
論
的
実
践
の
過
程
で
は
た
に
が
「
生

産
手
段
」
と
し
て
機
能
す
る
の
か
？
　
「
科
学
の
す
べ
て
の
問
題
が
不
可
避
的
に
そ
の
中
で
提
起
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
場
を
定
め
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
註
）

と
こ
ろ
の
「
一
定
の
時
期
」
に
お
げ
る
「
科
学
の
く
理
論
Ｖ
」
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
こ
の
「
理
論
」
が
二

群
の
諸
概
念
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
」
点
に
結
び
つ
け
て
、
こ
れ
を
「
第
二
の
一
般
性
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
い
ま
や

か
れ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。
科
学
的
実
践
と
は
、
　
「
第
一
の
一
般
性
」
（
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
的
概
念
）
に
た
い
す
る
「
第
二
の
一
般
性
」

（
「
理
論
」
と
し
て
の
科
学
）
の
仕
事
に
よ
っ
て
「
第
三
の
一
般
性
」
（
認
識
）
を
っ
く
り
だ
す
こ
と
だ
、
と
。
換
言
す
れ
ば
、
人
は
理

論
的
実
践
の
過
程
の
中
で
一
方
で
「
第
二
の
一
般
性
」
の
活
動
を
媒
介
に
「
こ
れ
ま
で
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
実
践
に
。
よ
っ
て
練
り

あ
げ
ら
れ
た
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
的
な
く
事
実
Ｖ
」
を
批
判
し
、
こ
れ
を
「
科
学
に
固
有
の
事
実
」
に
っ
く
り
変
え
、
練
り
あ
げ
る
と
と

も
に
、
他
方
、
こ
の
「
事
実
」
の
理
解
を
通
じ
て
「
所
与
の
も
の
」
（
直
接
に
「
存
在
す
る
も
の
」
）
の
科
学
的
認
識
に
達
す
る
の
で
あ

墾
　
さ
て
、
以
上
瞥
見
し
た
よ
う
に
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
を
は
っ
き
り
と
区
別
す
る
。
む
ろ
ん
他
面
で
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
現
実
把
握
か
ら
現
実
の
科
学
的
認
識
へ
と
い
う
図
式
に
、
も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
れ
は
こ
の
二
つ
の
も
の
が
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

定
の
関
連
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
そ
の
場
合
に
も
、
か
れ
は
両
者
の
連
続
性
の
面
よ
り
は
、



「
不
連
続
性
」
、
「
断
絶
」
の
面
を
特
に
強
調
す
る
。
な
普
な
ら
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
科
学
的
認
識
が
成
り
立
っ
た
め
に
は
、

「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
た
く
事
実
Ｖ
」
は
「
科
学
に
固
有
の
事
実
」
に
つ
く
り
変
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
変
換
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
な
概
念
お
よ
び
概
念
装
置
を
科
学
的
な
概
念
お
よ
び
概
念
装
置
に
お
き
か
え
る
こ
と
で
は
じ
め
て
成
就
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
み
れ

ぱ
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
科
学
へ
の
移
行
に
さ
い
し
て
は
、
そ
こ
に
「
特
殊
な
変
化
作
用
」
が
働
く
と
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
た
い
か
ら

で
あ
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
ガ
ス
ト
ソ
・
バ
シ
ュ
ラ
ー
ル
に
傲
っ
て
、
こ
の
「
変
化
作
用
」
の
も
た
ら
す
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

の
間
の
関
係
の
断
絶
面
を
「
認
識
論
上
の
切
断
」
と
名
づ
け
、
こ
う
し
た
「
切
断
」
と
そ
れ
に
も
と
づ
く
新
し
い
科
学
の
成
立
と
い

う
人
問
の
認
識
史
上
の
革
新
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
新
大
陸
の
発
見
と
開
拓
に
な
ぞ
ら
え
な
が
ら
、
そ
の
典
型
的
事
例
を
タ
ー
レ
ス
に

よ
る
「
数
学
の
『
大
陸
』
の
開
拓
」
と
ガ
リ
レ
ォ
に
よ
る
「
物
質
的
自
然
の
『
大
陸
』
の
開
拓
」
の
中
に
ひ
と
ま
ず
求
め
て
い
る
。
か

れ
に
よ
れ
ぱ
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
史
的
唯
物
論
の
確
立
は
こ
れ
ら
の
偉
業
に
比
肩
す
る
科
学
史
上
の
一
大
金
字
塔
を
な
す
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
と
い
う
の
も
、
　
「
マ
ル
ク
ス
以
前
に
は
た
だ
二
っ
の
大
陸
（
数
学
と
物
質
的
白
然
の
大
陸
－
重
田
）
の
み
が
絶
え
ざ
る
認
識
論

的
切
断
に
ょ
っ
て
科
学
に
た
い
し
て
開
か
れ
て
い
た
」
に
す
ぎ
た
か
っ
た
の
に
、
マ
ル
ク
ス
の
史
的
唯
物
論
は
「
歴
史
の
『
大
陸
』
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
１
）

に
は
じ
め
て
科
学
的
開
拓
の
鍬
を
打
ち
込
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
だ
が
、
マ
ル
ク
ス
に
よ
る
「
歴
史
の
大
陸
」
開
拓
の
革
新
的
意
義
は
、
こ
の
開
拓
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
霧
に
包

ま
れ
て
い
た
歴
史
の
領
域
が
科
学
的
認
識
の
体
系
内
に
組
込
ま
れ
た
こ
と
だ
げ
に
も
と
づ
く
の
で
は
な
い
。
す
で
に
指
摘
し
て
お
い

た
よ
う
に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
と
ど
ま
る
か
ぎ
り
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
は
そ
れ
を
通
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
真
の
現
実

上
の
関
係
へ
の
通
路
が
閉
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
史
的
唯
物
論
の
成
立
は
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
成
立
の
必
然
性
と
機
構
を

解
き
明
か
す
た
め
の
手
懸
り
を
与
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
閉
ざ
さ
れ
た
通
路
を
開
き
、
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
的
顛
倒
や
変
換
を
通
じ

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
八
八
七
）
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済
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五
六
　
（
八
八
八
）

て
表
現
さ
れ
て
い
る
現
実
上
の
関
係
の
真
の
内
容
を
析
出
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
。
ア
ル
チ
ユ
セ
ー
ル
の
一
一
、
員
葉
を
借
れ
ば
、

イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
上
の
概
念
は
「
存
在
す
る
玩
実
の
総
体
を
指
示
す
る
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
に
た
い
し
て
、
史
的
唯
物
論
は
「
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

の
現
実
を
認
識
す
る
方
法
」
を
与
え
た
の
だ
と
い
っ
て
も
よ
い
。
い
ま
や
、
人
は
こ
の
方
法
に
従
っ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
式
の
下

に
覆
い
隠
さ
れ
て
い
た
内
容
に
科
学
的
形
式
を
与
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
そ
う
す
る
こ
と
で
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
批
判
と

誘
導
に
は
じ
め
て
科
学
的
方
向
づ
げ
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
の
真
の
内
容
と
志
向
を
確
定
し
、

そ
れ
を
合
理
的
組
織
的
に
批
判
し
、
誘
導
し
よ
う
と
望
む
な
ら
、
史
的
唯
物
論
に
依
拠
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
分
析
と
批
評
と
が
不

可
欠
で
あ
っ
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
史
的
唯
物
論
の
成
立
を
科
学
史
上
の
一
大
革
新
と
し
て
規
定
す
る
ヨ
リ
深
い
根
拠
（
１
１
実
践

上
の
根
拠
一
も
こ
の
点
に
あ
寧
し
か
も
か
れ
の
説
く
と
一
一
ろ
で
は
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
一
大
衆
の
徴
表
体
系
と
し
て
の
一
と
い
う
も
の

は
、
人
問
の
彩
成
と
変
化
と
が
人
間
の
存
在
条
件
の
要
求
に
呼
応
す
る
捗
で
お
こ
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
杜
会
で
も
欠
く
わ

げ
に
い
か
な
岬
－
の
で
あ
っ
て
・
共
産
主
義
杜
会
と
い
え
ど
も
「
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
を
必
要
と
し
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
は
想
像
で
き
な

（
１
５
）い
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
み
れ
ぱ
、
ま
す
ま
す
そ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
の
峻
別
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
の
関
係
に
お
い
て
史
的
唯
物
論
の
占
め
る
特
権
的
地

位
に
関
す
る
以
上
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
解
釈
は
、
っ
ぎ
の
よ
う
な
問
題
を
提
起
す
る
は
ず
で
あ
る
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
史
的
唯
物

論
は
す
ぐ
れ
て
科
学
の
体
系
で
あ
っ
た
。
と
す
れ
ぼ
、
す
で
に
指
摘
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
前
科
学
的
現
実
把
握
と
科
学
的
認
識

と
の
問
に
介
在
す
る
「
認
識
論
上
の
切
断
」
と
い
う
人
問
の
認
識
史
に
か
か
わ
る
一
般
的
図
式
は
歴
史
科
学
と
し
て
の
史
的
唯
物
論

の
成
立
過
程
に
も
適
用
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
、
こ
の
歴
史
科
学
の
成
立
過
程
で
あ
の
「
認
識
論
上
の
切
断
」
が
い
っ
、

ど
こ
で
、
い
か
に
し
て
生
じ
た
か
が
当
然
澗
わ
れ
た
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
あ
る
い
は
こ
れ
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
一
一
一
目
い
か
え
て
も
よ
い
。



イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
プ
ル
ク
ス
の
結
論
を
史
的
唯
物
論
に
依
拠
し
つ
つ
マ
ル
ク
ス
白
身
の
思
想
移
成
の
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

み
に
適
用
す
る
こ
と
。

　
し
か
も
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
場
合
、
以
上
の
規
角
に
も
と
づ
く
マ
ル
ク
ス
の
思
想
彬
成
史
の
研
究
は
、
い
た
ず
ら
な
歴
史
的
回
顧

趣
味
に
も
と
づ
く
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
は
こ
う
で
あ
る
。
元
来
、
か
れ
に
と
っ
て
は
、
哲
学

は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
領
域
に
属
し
て
い
た
。
し
て
み
れ
ぼ
あ
の
「
認
識
論
上
の
切
断
」
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
哲
学
の
克
服
と
そ

れ
に
か
わ
る
歴
史
科
学
と
し
て
の
史
的
唯
物
論
の
成
立
は
必
然
的
に
哲
学
そ
れ
自
体
を
問
題
化
す
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
哲
学
の
こ
の

問
題
化
は
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
存
立
と
そ
の
根
拠
の
問
題
を
あ
ら
た
め
て
提
起
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
し
か
も
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル

の
立
場
か
ら
い
っ
て
、
こ
の
問
題
を
マ
ル
ク
ス
の
著
作
に
即
し
て
解
こ
う
と
す
る
な
ら
、
科
学
者
マ
ル
ク
ス
の
著
作
だ
け
が
典
拠
と

　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

な
り
う
る
の
で
あ
り
、
こ
う
し
て
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
・
マ
ル
ク
ス
の
著
作
と
科
学
者
マ
ル
ク
ス
の
著
作
の
蹄
分
げ
こ
そ
先
決
問
題
だ
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
成
立
史
の
研
究
は
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
再
生
の
た
め
の
不

可
欠
の
環
な
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
Ｏ
－
－
．
と
亭
易
ｏ
・
胃
一
き
、
き
ミ
一
－
ｏ
邑
昌
畠
８
．
河
野
・
田
村
共
訳
『
甦
る
マ
ル
ク
ス
』
一
九
六
八
年
、
第
二
分
冊
、
一
六
一
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
「
重
層
的
決
定
」
に
つ
い
て
は
、
よ
り
詳
し
く
は
論
文
「
矛
盾
と
重
層
決
定
」
、
「
唯
物
弁
証
法
に
■
つ
い
て
」
の
Ｗ
，
Ｖ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
　
（
３
）
　
９
・
嚢
｝
暑
・
８
Ｎ
～
畠
ト
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
ニ
ハ
三
－
一
六
五
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
４
）
Ｏ
｛
・
ミ
｝
弓
・
Ｓ
ｏ
◎
・
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
一
四
八
－
一
四
九
べ
ー
ジ
。

　
　
　
　
な
お
、
以
上
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
規
定
に
。
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
か
れ
と
同
じ
立
場
に
立
つ
人
々
の
問
で
も
異
論
が

　
　
　
あ
り
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
半
田
秀
男
「
現
代
フ
ラ
ソ
ス
の
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
」
　
（
芝
田
進
午
編
著
『
現
代
革
命
と
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
』
下

　
　
　
巻
所
収
）
が
そ
の
一
端
を
紹
介
Ｌ
て
い
る
。

　
　
（
５
）
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
レ
ー
ニ
ソ
と
哲
学
』
　
邦
訳
、
三
二
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
八
八
九
）



（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）

五
八
　
（
八
九
〇
）

　
厳
密
に
い
う
と
、
こ
の
文
章
は
『
ド
イ
ツ
．
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
お
げ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
の
関
係
に
関
す
る
解
釈
と
Ｌ
て
述
べ
ら
れ
た
も

の
だ
が
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
著
者
の
考
え
を
示
す
も
の
と
受
取
っ
て
差
支
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
発
展
期
の
科
学
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
概
念
は
、
半
ぱ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
半
ぱ
科
学
的
な
概
念
に
、
あ
る
い
は
科
学
的
に

練
り
あ
げ
ら
れ
て
は
い
る
が
、
前
段
階
の
科
学
に
属
す
る
概
念
に
お
き
か
え
ら
れ
る
（
き
、
き
ミ
一
〇
．
Ｈ
０
◎
卜
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
八
六
べ
－
ジ
）
。

　
ｈ
・
く
胃
戸
§
、
挙
“
婁
、
ミ
宮
Ｎ
“
茅
き
§
◎
ぷ
§
ｏ
§
貧
良
ｏ
ｓ
く
ｇ
－
晶
一
団
０
Ｈ
Ｈ
ぎ
－
雷
一
９
畠
べ
・
邦
訳
、
国
民
文
庫
版
二
九
五
ぺ
ー
ジ
。

た
だ
し
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
マ
ル
ク
ス
の
「
経
済
学
の
方
法
」
に
お
げ
る
抽
象
的
な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も
の
へ
の
上
向
法
に
お
げ
る
「
抽
象
的

な
も
の
」
と
か
れ
の
「
第
一
の
一
般
性
」
と
を
等
置
す
る
の
は
間
題
で
あ
ろ
う
。
総
じ
て
、
　
「
経
済
学
の
方
法
」
に
関
す
る
か
れ
の
解
釈
は
多
分
に

検
討
の
余
地
を
残
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
Ｏ
“
■
一
≧
亭
易
。
。
ｏ
■
き
、
き
ミ
一
－
◎
邑
昌
畠
呂
Ｏ
Ｐ
－
ｏ
．
ｏ
◎
～
Ｈ
ｏ
◎
９
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
八
五
－
八
七
ぺ
ー
ジ
。

　
念
の
た
め
に
い
っ
て
お
げ
ぱ
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
す
ぺ
て
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
「
認
識
論
上
の
切
断
」
に
よ
っ
て
科
学
に
転
化
す
る
と
主
張
す

る
わ
げ
で
は
た
い
。
理
論
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
み
が
そ
う
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
「
政
治
的
切
断
」
　
（
例
え
ぱ
革
命
）
に
よ

っ
て
形
態
転
化
を
遂
げ
る
か
、
場
合
に
よ
っ
て
は
消
減
す
る
（
Ｏ
い
き
、
き
ミ
一
Ｐ
峯
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
二
ニ
ペ
ー
ジ
）
。

　
○
け
嚢
｝
Ｏ
Ｐ
Ｈ
睾
～
一
婁
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
六
三
べ
ー
ジ
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
レ
ー
ニ
ン
と
哲
学
』
　
邦
訳
、
三
三
－
三
四
ぺ
ー
ジ
。
た
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
き
、
婁
ミ
一
〇
ｐ
お
～
崖
（
邦
訳
、

第
二
分
冊
、
二
二
－
一
四
ぺ
ー
ジ
）
を
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

　
９
一
－
一
ト
ー
亭
易
ｏ
。
胃
一
き
、
き
ミ
一
－
８
¢
昌
岩
８
一
Ｐ
Ｓ
２
邦
訳
、
第
・
二
分
冊
、
　
一
四
八
－
一
四
九
ぺ
－
ジ
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
解
釈
に
反
対
す
る
実
践
上
の
根
拠
は
こ
の
点
に
あ
る
。
な
ぜ
た
ら
、
か
か
る
解
釈
は

理
論
の
面
で
、
　
マ
ル
ク
ス
主
義
を
科
学
の
世
界
か
ら
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
世
界
に
再
び
追
い
や
る
ぱ
か
り
で
た
く
、
実
践
の
面
で
は
、
　
ヒ
ュ
ー
マ
ニ

ズ
ム
（
Ｈ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
に
も
と
づ
く
運
動
に
科
学
的
方
向
づ
げ
を
与
え
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
か
ら
で
あ
る
。
よ
り
詳
し
く
は
論
文
「
マ
ル

ク
ス
主
義
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
参
照
。

　
嚢
｝
や
轟
９
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
ニ
ハ
七
ぺ
ー
ジ
。

、
嚢
｝
ヲ
８
ド
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
ニ
ハ
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
婁
｝
ｏ
ヲ
◎
。
Ｎ
～
ｏ
◎
ｐ
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
三
八
－
三
九
ぺ
－
ジ
。

　
な
笹
た
ら
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
以
前
の
著
作
に
お
げ
る
哲
学
に
関
す
る
発
言
は
い
ま
だ
「
哲
学
的
意
識
」
（
Ｈ
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
に
汚



　
染
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
こ
か
ら
真
正
の
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
構
築
へ
の
示
唆
を
読
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら
。

（
補
註
）
　
「
理
論
」
ー
カ
ッ
コ
付
の
１
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
節
（
六
八
ぺ
ー
ジ
）
で
の
規
定
を
参
照
。

二

　
さ
て
、
そ
れ
で
は
、
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
・
マ
ル
ク
ス
の
科
学
者
マ
ル
ク
ス
ヘ
の
変
貌
は
い
か
に
し
て
生
じ
た
の
か
？
　
本
節
の
課
題

は
、
前
節
末
尾
で
提
起
さ
れ
た
以
上
の
問
題
に
関
す
る
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
解
釈
の
骨
子
を
示
す
こ
と
に
あ
る
の
だ
が
、
問
題
の
所

在
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
杜
会
主
義
圏
に
お
げ
る
正
統
主
義
的
初
期
マ
ル
ク
ス
解
釈
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
こ
れ
を
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

面
で
方
法
上
の
「
折
衷
主
義
」
と
し
て
規
定
す
る
　
　
に
た
い
す
る
か
れ
の
批
判
の
紹
介
か
ら
は
じ
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
こ
の
立
場
の
特
色
と
し
て
、
か
れ
は
Ｈ
分
析
的
、
ｏ
目
的
論
的
と
い
う
二
つ
の
前
提
の
存
在
を
指
摘
し
、
嘗
こ
の
二
つ
の
前
提
は

さ
ら
に
第
三
の
前
提
と
し
て
、
　
「
イ
デ
ー
の
歴
史
を
歴
史
に
固
有
の
要
素
と
み
な
す
」
と
こ
ろ
の
、
自
立
的
た
理
念
史
信
仰
の
立
場

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
「
分
析
的
」
と
い
う
の
は
、
　
「
あ
ら
ゆ
る
理
論
体
系
、
あ
ら
ゆ
る
構
築
さ
れ
た
思
想
は
、
そ

の
要
素
に
還
元
で
き
る
」
と
い
う
考
え
で
あ
っ
て
、
こ
う
い
う
考
え
に
も
と
づ
い
て
、
こ
の
立
場
で
は
、
初
期
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の

総
体
か
ら
唯
物
論
的
要
素
と
観
念
論
的
要
素
と
い
う
二
っ
の
要
素
が
ひ
と
ま
ず
分
離
、
抽
出
さ
れ
、
っ
い
で
マ
ル
ク
ス
の
思
想
移
成

過
程
は
こ
の
二
っ
の
要
素
の
葛
藤
と
前
者
に
よ
る
後
者
の
克
服
の
歴
史
と
し
て
描
き
出
さ
れ
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
よ
れ
ぼ
、
初

期
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の
こ
う
い
っ
た
「
要
素
へ
の
分
解
」
と
こ
の
分
解
さ
れ
た
「
要
素
そ
の
も
の
の
構
成
」
と
を
可
能
な
ら
し
め
る

も
の
こ
そ
、
あ
の
「
完
成
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
法
廷
」
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は
初
期
マ
ル
ク
ス
の
思
想
の
二
極
に
分
解
せ
ら
れ
た

諸
要
素
は
す
べ
て
こ
の
法
廷
の
審
判
に
か
げ
ら
れ
、
選
別
、
評
価
さ
れ
る
こ
と
で
、
か
れ
の
思
想
形
成
の
歩
み
は
こ
の
「
完
成
し
た

　
　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
（
八
九
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
（
八
九
二
）

マ
ル
ク
ス
主
義
」
に
向
っ
て
ひ
た
す
ら
進
行
す
る
単
線
的
で
連
続
的
た
過
程
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
。
思
想
史
の
こ
う
い
っ
た
目
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

論
的
構
成
が
自
立
し
た
理
念
史
に
た
い
す
る
信
仰
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ぽ
や
説
く
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
「
分
析
的
－
目
的
論
的
な
理
論
」
の
立
場
は
、
直
ち
に
っ
ぎ
の
よ
う
な
欠
陥
を
露
呈
す
る
。
ま
ず
、
そ

こ
で
は
「
青
年
期
の
マ
ル
ク
ス
の
す
べ
て
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
唯
物
論
的
要
素
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
－
…
…
マ
ル
ク
ス
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

い
つ
唯
物
論
者
と
み
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
」
と
い
う
間
い
に
一
義
的
に
答
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
第
二
に
、
初
期
マ

ル
ク
ス
の
思
想
の
全
体
を
唯
物
論
的
要
素
と
観
念
論
的
要
素
に
分
解
し
、
こ
れ
ら
の
分
解
さ
れ
た
諸
要
素
を
目
的
論
的
立
場
か
ら
再

構
成
す
る
こ
の
方
法
の
下
で
は
、
マ
ル
ク
ス
の
思
想
形
成
の
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
お
い
て
「
そ
れ
ら
の
諸
要
素
が
構
成
す
る
意
味
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
い
う
全
体
的
で
構
造
的
た
問
題
が
視
界
か
ら
消
失
し
て
し
ま
う
こ
と
が
こ
れ
で
あ
る
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
正
統
主
義
的
初
期
マ

ル
ク
ス
解
釈
の
方
法
的
立
場
の
特
質
と
そ
れ
が
必
然
的
に
も
た
ら
す
欠
陥
と
を
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、
そ
の
結
論
と
し
て
、
こ
の
方

法
的
立
場
の
下
で
は
対
象
（
１
１
初
期
マ
ル
ク
ス
の
思
想
）
の
考
察
は
「
完
成
し
た
マ
ル
ク
ス
の
自
己
裁
定
、
自
己
認
識
」
以
外
の
な
に

も
の
で
も
た
く
、
考
察
対
象
の
発
展
は
「
完
成
し
た
マ
ル
ク
ス
の
自
己
発
展
」
と
し
て
現
象
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
こ
に
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

ル
ク
ス
主
義
の
方
法
で
は
な
く
て
、
へ
ー
ゲ
ル
的
自
己
意
識
の
弁
証
法
の
形
を
変
え
た
復
活
を
見
出
し
て
い
る
。

　
で
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
以
上
の
分
析
的
－
目
的
論
的
方
法
に
た
い
し
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
に
立
つ
の
か
？
　
か
れ
は
つ

ぎ
の
三
つ
の
視
点
を
提
示
し
て
い
る
。
Ｈ
、
分
析
的
前
提
に
た
い
し
て
は
、
か
れ
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
固
有
の
間
題

意
識
（
肩
◎
巨
心
冒
き
慢
。
）
に
よ
っ
て
内
的
に
統
一
さ
れ
、
　
し
た
が
っ
て
そ
の
意
味
を
変
化
さ
せ
る
こ
と
な
し
に
は
、
　
一
っ
の
要
素
も

抽
出
で
き
な
い
よ
う
た
現
実
的
全
体
と
考
え
ら
れ
る
」
と
い
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
全
体
的
構
造
的
把
握
の
立
場
を
主
張
す
る
。
Ｏ
、

目
的
論
的
前
提
に
た
い
し
て
は
、
こ
の
全
体
化
さ
れ
、
構
造
化
さ
れ
た
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
意
味
は
「
現
存
す
る
イ
デ
オ
ロ
ギ



ー
の
場
」
お
よ
び
「
そ
れ
を
支
え
、
そ
れ
に
反
映
さ
れ
る
杜
会
問
題
と
杜
会
構
造
」
に
依
存
す
る
と
の
命
題
を
対
置
す
る
。
臼
、
か

れ
に
よ
れ
ぼ
、
特
定
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
「
原
動
力
」
は
「
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
外
側
、
・
…
・
…
っ
ま
り
具
体
的
な
個
人
と
し
て
の

著
者
の
中
に
あ
り
、
さ
ら
に
個
人
と
歴
史
を
結
ぶ
複
雑
な
っ
た
が
り
に
応
ず
る
個
人
の
発
展
の
中
に
反
映
さ
れ
る
実
質
的
な
歴
史
の

中
に
存
在
す
る
一
の
だ
か
ら
、
ｏ
の
命
題
と
あ
い
ま
一
て
、
自
立
的
な
理
念
史
と
い
う
一
－
ゲ
ル
主
義
的
構
想
は
廃
棄
さ
れ
電
で

は
、
こ
う
い
っ
た
立
場
か
ら
マ
ル
ク
ス
の
思
想
彩
成
過
程
を
再
検
討
す
る
と
、
ど
う
い
う
新
し
い
知
見
が
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
？

　
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
科
学
へ
の
転
換
に
さ
い
し
て
一
般
に
そ
こ
に
「
一
定
の
変
化

作
用
」
が
働
く
と
い
い
、
こ
の
変
化
作
用
を
「
認
識
論
上
の
切
断
」
と
名
づ
け
た
の
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
や
Ｈ
の
命
題
を
承
げ
て
、

か
れ
は
こ
の
「
切
断
」
を
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
的
「
問
題
意
識
」
の
科
学
的
「
問
題
意
識
」
へ
の
転
換
と
し
て
具
体
化
す
る
。
こ
れ
を
マ

ル
ク
ス
の
思
想
彬
成
に
即
し
て
い
う
な
ら
、
『
四
四
年
手
稿
』
と
『
ド
ィ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
と
の
問
で
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
「
問

題
意
識
」
の
決
定
的
で
質
的
な
転
換
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
生
じ
た
「
切
断
」
を
か
れ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
・

　
周
知
の
よ
う
に
、
一
八
四
二
年
か
ら
四
四
年
に
か
げ
て
の
マ
ル
ク
ス
は
、
　
「
疎
外
」
、
「
類
的
本
質
」
、
「
全
体
的
人
問
」
、
「
主
語
の

述
語
へ
の
顧
倒
」
汰
ど
、
フ
オ
ィ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
に
由
来
す
る
用
語
を
頻
繁
に
使
用
し
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
正
統
主
義
的
解
釈
は
こ
れ

ら
の
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
的
用
語
に
覆
い
隠
さ
れ
て
い
る
唯
物
論
的
内
容
を
摘
出
し
、
こ
の
内
容
が
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
移
式
を
う

る
と
こ
ろ
に
本
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
の
成
立
を
み
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
個
々

の
フ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
的
用
語
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
の
用
語
と
そ
れ
に
よ
る
叙
述
に
意
味
を
与
え
る
こ
の
時
期
の
マ
ル
ク
ス
の

「
問
題
意
識
」
が
根
本
的
に
哲
学
的
で
あ
り
、
そ
の
内
容
が
ブ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ヅ
ハ
的
で
あ
る
こ
と
の
方
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
そ
こ

“
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

で
は
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
の
用
語
が
「
ま
と
め
て
、
全
体
と
し
て
借
用
」
さ
れ
、
い
わ
ぼ
「
マ
ル
ク
ス
は
フ
ォ
ィ
ェ
ル
バ
ッ
ハ
の
思

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
八
九
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
（
八
九
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

想
を
わ
が
も
の
と
し
、
あ
た
か
も
自
分
自
身
の
思
想
を
通
し
て
考
え
る
よ
う
に
、
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
を
通
し
て
考
え
て
」
い
る
の

で
あ
っ
て
、
間
題
は
個
々
の
用
語
や
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
か
ら
の
引
用
の
有
無
に
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
個
々
の
用
語
、
概
念
を
意
味
づ
げ
、
そ
れ
ら
に
思
想
と
し
て
の
統
一
性
を
与
え
る
一
定
の
構
造
的
枠
組
を
、
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

は
ジ
ャ
ヅ
ク
．
マ
ル
タ
ソ
に
傲
っ
て
「
間
題
意
識
」
と
名
づ
げ
る
。
あ
の
「
認
識
論
上
の
切
断
」
を
説
明
す
る
た
め
に
、
か
れ
が
「
間

題
意
識
」
と
い
う
概
念
を
特
に
導
入
し
、
こ
の
概
念
の
働
き
を
重
視
す
る
理
由
は
、
Ｈ
マ
ル
ク
ス
自
身
こ
の
概
念
こ
そ
用
い
て
い
た

い
け
れ
ど
も
、
「
こ
の
概
念
は
円
熟
期
（
と
く
に
『
ド
ィ
ッ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』
）
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
分
析
に
終
始
生
気
を
与
え
て
い
る
」

こ
と
に
も
よ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
、
Ｏ
「
全
体
性
」
と
い
う
へ
ー
ゲ
ル
的
概
念
に
よ
っ
て
は
思
想
や
理
論
の
「
統
一
性
の
限
定

さ
れ
た
構
造
」
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
い
の
に
、
　
「
問
題
意
識
と
い
う
概
念
の
下
に
あ
る
限
定
さ
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
思
想
の

統
一
性
：
：
：
．
．
を
考
察
す
る
こ
と
」
は
○
○
「
そ
の
思
想
の
あ
ら
ゆ
る
要
素
を
統
一
す
る
典
型
的
た
体
系
的
構
造
を
明
か
る
み
に
出
す
こ

と
を
可
能
」
に
し
、
６
り
こ
う
し
て
「
こ
の
統
一
性
の
中
に
一
っ
の
規
定
さ
れ
た
内
容
、
す
た
わ
ち
、
問
題
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
く
諸

要
素
Ｖ
の
意
味
理
解
を
可
能
に
す
る
ば
か
り
か
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
お
の
お
の
の
思
想
家
が
生
き
る
歴
史
的
た
時
代
に
よ
っ

て
そ
の
思
想
家
に
与
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
課
せ
ら
れ
た
問
題
と
関
連
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
内
容
を
発
見
す
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

ゆ
る
す
」
か
ら
で
あ
る
。

　
さ
て
、
問
題
意
識
概
念
に
関
す
る
以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
四
二
年
四
四
年
の
マ
ル
ク
ス
の
フ
ォ
ィ
ェ

ル
バ
ッ
ハ
的
問
題
意
識
の
内
容
を
「
人
間
学
的
問
題
意
識
」
と
し
て
規
定
す
る
。
む
ろ
ん
、
か
れ
は
こ
の
時
期
の
問
に
マ
ル
ク
ス
に

生
じ
た
「
考
察
の
題
材
」
の
変
化
は
こ
れ
を
否
定
し
な
い
。
例
え
ぽ
、
フ
オ
イ
エ
ル
バ
ツ
ハ
の
「
宗
教
的
人
間
学
」
の
マ
ル
ク
ス
に

よ
る
「
政
治
的
人
問
学
」
へ
の
転
換
と
そ
れ
の
「
経
済
的
人
問
学
」
へ
の
深
化
と
い
う
よ
う
に
。
だ
が
、
か
れ
の
解
釈
に
従
え
ば
、



こ
う
し
た
考
察
の
題
材
の
転
変
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
考
察
の
様
式
」
、
っ
ま
り
「
思
考
の
対
象
が
考
察
さ
れ
る
起
点
と
な
る
根
本
的

問
題
意
識
」
は
終
始
変
わ
ら
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
れ
が
一
貫
し
て
フ
ォ
ィ
ユ
ル
バ
ッ
ハ
の
人
問
学
に
由
来
す
る
「
人
問
学
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

問
題
意
識
」
で
あ
る
こ
と
が
決
定
的
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
っ
い
て
、
例
え
ぼ
か
れ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
歴
史
と
は
理
性
の
疎
外
、
非
理
性
の
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
理
性
の
産
物
で
あ
り
、
真
の
人
問
の
疎
外
、
疎
外
さ
れ
た
人
問
の

か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
真
の
人
問
の
産
物
で
あ
る
。
労
働
か
ら
疎
外
さ
れ
た
生
産
物
（
商
品
、
国
家
、
宗
教
）
の
う
ち
に
、
人
問
は
そ

う
と
は
知
ら
ず
に
、
人
問
の
本
質
を
実
現
し
て
い
る
。
人
問
の
こ
う
し
た
喪
失
が
、
歴
史
と
人
問
と
を
生
み
だ
し
て
い
る
げ
れ
ど
も
、

実
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
存
在
し
て
い
る
明
確
な
本
質
が
あ
っ
た
の
だ
。
人
間
を
喪
失
せ
る
客
観
性
と
化
し
た
こ
の
人

問
は
、
歴
史
の
お
わ
り
に
は
、
財
産
、
宗
教
、
国
家
の
う
ち
に
疎
外
さ
れ
た
人
間
固
有
の
本
質
を
、
主
体
と
し
て
、
も
は
や
と
り
戻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

し
さ
え
す
れ
は
よ
い
　
　
全
体
的
人
問
、
真
の
人
問
に
な
る
た
め
に
。
」

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
よ
う
な
初
期
マ
ル
ク
ス
評
価
は
、
　
『
四
四
年
手
稿
』
の
中
に
マ
ル
ク
ス
主
義
成
立
の
原
点
を
み
よ
う
と
す
る

　
（
１
３
）

立
場
と
は
必
然
的
に
対
立
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
一
方
で
「
「
四
四
年
手
稿
』
の
も
た
ら
し
た
根
本

的
な
新
し
さ
」
を
「
マ
ル
ク
ス
と
経
済
学
と
の
出
会
い
」
に
求
め
な
が
ら
も
、
他
方
、
こ
の
出
会
い
の
特
色
が
「
哲
学
と
経
済
学
と

の
出
会
い
」
に
あ
る
こ
と
を
力
説
し
、
っ
い
で
こ
の
出
会
い
か
ら
生
ま
れ
、
　
『
四
四
年
手
稿
』
の
経
済
学
批
判
の
基
軸
概
念
を
な
す

に
至
っ
た
「
疎
外
さ
れ
た
労
働
」
概
念
に
註
釈
を
く
わ
え
て
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
「
こ
の
観
念
が
、
当
時
マ
ル
ク
ス
が
そ
れ
に
与
え
た
役
割
、
つ
ま
り
（
経
済
学
批
判
の
１
重
田
）
最
初
の
基
礎
と
い
う
役
割
を
立
派

に
演
じ
て
い
る
こ
と
、
　
し
か
し
ま
た
、
　
こ
の
観
念
が
こ
の
役
割
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
が
人
問
と
い
う
概
念
全
体

　
　
わ
れ
わ
れ
に
な
じ
み
深
い
経
済
学
の
諾
概
念
の
必
然
性
と
内
容
が
、
や
が
て
人
問
の
本
性
か
ら
ひ
き
だ
さ
れ
る
も
と
に
な
る

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
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）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
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第
六
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六
四
　
（
八
九
六
）

　
　
の
委
任
お
よ
び
派
遣
と
し
て
、
こ
の
役
割
を
受
入
れ
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
だ
け
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
げ
れ
ば
な
る
ま
い
。
」

婁
言
す
れ
ば
、
　
「
あ
る
一
つ
の
意
味
内
容
が
や
が
て
哲
学
か
ら
根
本
的
に
独
立
す
る
こ
と
に
た
る
に
し
て
も
、
そ
う
し
た
意
味
内
容

を
哲
学
が
根
本
的
に
支
配
し
て
い
る
」
と
い
う
点
で
、
　
『
四
四
年
手
稿
』
の
マ
ル
ク
ス
は
い
笹
ん
と
し
て
哲
学
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

制
約
下
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
そ
こ
か
ら
『
四
四
年
手
稿
』
の
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

ス
か
ら
「
も
っ
と
も
遠
ざ
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
逆
説
的
な
結
論
を
ひ
き
だ
し
て
い
る
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
よ
れ
ぱ
、
『
四
四
年
手
稿
』
の
マ
ル
グ
ス
と
『
資
本
論
』
の
マ
ル
ク
ス
と
の
間
を
隔
て
る
こ
の
深
淵
を
う
み
だ

し
た
も
の
こ
そ
、
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
で
生
じ
た
あ
の
「
認
識
論
上
の
切
断
」
で
あ
っ
て
、
「
人
問
学
的
問
題
意
識
」
の
科

学
的
問
題
意
識
へ
の
転
換
が
す
な
わ
ち
こ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
特
色
は
「
そ
れ
自
身
の
間
題
意
識
が
自
己
を

意
識
し
て
い
た
い
」
こ
と
、
つ
ま
り
、
自
己
の
思
想
の
展
開
を
支
え
、
そ
れ
を
構
造
化
し
て
い
る
問
題
意
識
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
自
体

に
は
自
覚
さ
れ
え
な
い
点
に
あ
る
の
だ
か
ら
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
問
題
意
識
の
克
服
の
た
め
に
は
、
ｏ
「
現
に
作
用
し
て
い
る
が
自

覚
さ
れ
て
い
た
い
間
題
意
識
」
を
意
識
化
し
、
ｏ
こ
う
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
屈
折
を
通
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
現
実
の
諸
問
題
を

直
接
の
研
究
対
象
と
し
て
真
正
面
か
ら
と
り
あ
げ
る
の
で
た
く
て
は
な
ら
た
い
。
マ
ル
ク
ス
の
場
合
、
『
ド
ィ
ツ
．
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』

は
以
上
の
二
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
マ
ル
ク
ス
自
身
も
な
お
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
「
哲
学
的
意
識
」
（
１
ー
イ

デ
ォ
ロ
ギ
ー
）
に
と
ど
め
を
さ
す
と
と
も
に
、
そ
れ
に
ょ
っ
て
歴
史
の
科
学
的
認
識
を
可
能
に
す
る
科
学
的
な
間
題
意
識
構
成
の
場

を
は
じ
め
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
　
『
ド
ィ
ツ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』
は
ド
ィ
ツ
的
理
論
は
す
べ
て
へ
ー
ゲ
ル
の
観

念
論
的
な
「
哲
学
的
意
識
」
に
収
鮫
す
る
こ
と
、
し
か
も
こ
う
し
た
疎
外
さ
れ
た
彬
態
で
の
「
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
と
理
論
の
く
超
発

展
Ｖ
」
が
実
は
「
ド
イ
ツ
の
歴
史
的
な
低
発
展
」
の
現
わ
れ
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
逆
説
的
な
関
係
を
暴
き
出
す
と
と
も
に
、
そ



　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

れ
を
通
じ
て
事
物
そ
れ
自
体
に
達
す
る
た
め
の
道
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
言
葉
を
借
れ
ぼ
、
　
「
イ
デ
ォ

ロ
ギ
ー
的
内
在
性
の
幻
想
」
に
か
わ
る
「
実
際
的
経
験
と
現
実
的
出
発
の
論
理
」
の
採
用
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、
こ
の
論
理
に
も
と
づ

い
た
ド
イ
ッ
の
現
状
の
自
覚
と
「
根
本
的
に
新
し
い
現
実
の
発
見
」
と
が
、
す
な
わ
ち
「
組
織
さ
れ
た
労
働
者
階
級
」
、
「
発
達
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

資
本
主
義
」
、
「
固
有
の
法
則
に
し
た
が
い
、
哲
学
も
哲
学
者
も
必
要
と
し
な
い
階
級
闘
争
」
と
が
結
び
っ
い
た
と
き
、
科
学
と
し
て

の
マ
ル
ク
ス
主
義
は
そ
こ
に
は
じ
め
て
成
立
基
盤
を
獲
得
し
た
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
『
ド
イ
ツ
．
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
に
み
ら
れ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
現
実
へ
向
う
こ
の
方
法
の
質
的
新
し
さ
、

そ
れ
と
旧
来
の
「
人
問
学
的
問
題
意
識
」
と
の
非
連
続
性
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
　
『
ド
ィ
ツ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』
の
方
法
上
の
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
６
）

新
の
も
た
ら
し
た
も
の
を
「
現
実
の
歴
史
へ
の
回
帰
」
、
「
後
方
へ
の
回
帰
」
と
名
づ
け
、
こ
の
回
帰
を
通
じ
て
「
主
体
」
、
「
人
問
の

本
質
」
、
「
疎
外
」
な
ど
の
諸
観
念
は
「
蒸
発
」
し
、
　
「
歴
史
は
あ
る
く
主
体
Ｖ
の
外
化
の
過
程
の
歴
史
で
あ
り
、
〈
疎
外
さ
れ
た
労

働
Ｖ
に
お
け
る
疎
外
さ
れ
た
人
問
に
特
有
の
本
質
で
あ
る
」
と
い
う
『
四
四
年
手
稿
』
の
テ
ー
ゼ
に
か
わ
っ
て
、
　
「
主
体
の
な
い
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
７
）

程
」
と
い
う
概
念
が
こ
こ
に
は
じ
め
て
「
解
放
」
さ
れ
た
と
い
う
。
こ
の
「
主
体
の
な
い
過
程
」
と
し
て
の
歴
史
を
把
え
る
た
め
の

新
し
い
概
念
と
概
念
装
置
が
科
学
１
と
し
て
の
史
的
唯
物
論
で
あ
っ
て
、
か
れ
は
そ
の
骨
格
を
な
す
問
題
点
を
っ
ぎ
の
よ
う
に
要
約
し

て
い
る
。

　
「
い
根
本
的
に
新
し
い
諸
概
念
を
基
礎
に
し
た
歴
史
－
政
治
理
論
を
彩
づ
く
る
こ
と
。
　
　
す
な
わ
ち
、
杜
会
構
成
、
生
産
諸
力
、

生
産
諸
関
係
、
上
部
構
造
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
経
済
に
よ
る
最
終
次
元
で
の
決
定
、
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
水
準
の
種
別
的
な
決
定
た
ど

の
概
念
を
基
礎
に
し
て
。

　
○
あ
ら
ゆ
る
哲
学
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
い
だ
く
理
論
上
の
志
向
を
根
本
的
に
批
判
す
る
こ
と
。

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
八
九
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
八
九
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
８
）

　
臼
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
定
義
す
る
こ
と
。
」

　
と
こ
ろ
で
、
以
上
の
新
し
い
科
学
的
問
題
意
識
と
そ
れ
に
照
応
す
る
概
念
、
概
念
装
置
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
史
的
唯
物
論
は
、

一
つ
の
科
学
の
体
系
と
し
て
、
旧
来
の
哲
学
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
克
服
の
上
に
樹
立
さ
れ
る
の
だ
か
ら
、
か
か
る
科
学
体
系
の
成
立

は
当
然
に
哲
学
自
体
を
問
題
化
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
こ
う
し
て
、
問
題
は
あ
ら
た
め
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
提
起
さ
れ
る
。
マ
ル
ク
ス

主
義
哲
学
は
理
論
的
に
存
在
の
権
利
が
あ
る
の
か
？
　
も
し
然
り
と
す
れ
ば
、
そ
の
特
質
は
こ
れ
を
い
か
に
ー
規
定
す
べ
き
か
？
　
い

ま
や
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
こ
の
間
い
に
答
え
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。

　
　
（
１
）
－
・
≧
亭
易
。
。
胃
一
き
、
き
ミ
一
■
◎
■
｛
昌
宕
８
一
Ｐ
睾
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
七
五
ぺ
ｉ
ジ
。

　
　
　
　
な
お
、
こ
こ
で
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
批
判
的
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
暮
こ
“
音
§
～
き
ミ
一
射
８
ぎ
Ｓ
｝
窪
ぎ
試
Ｈ
■
９
－
◎
§
－
易
叫

　
　
　
５
巨
昌
歳
５
｛
■
昌
弩
詮
ｏ
・
昌
９
■
。
宕
一
宕
８
所
収
の
論
文
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
バ
ク
ラ
ー
ゼ
、
ト
リ
ア
ッ
チ
、
ラ
ー
ピ
ン
、
ブ
ル
シ
ソ
ス

　
　
　
　
キ
ー
、
パ
ジ
ト
ノ
フ
、
オ
ウ
イ
ボ
フ
、
ヤ
ー
ソ
、
シ
ャ
フ
、
グ
ロ
ッ
プ
、
ヘ
ヅ
プ
ナ
ー
の
著
書
の
一
部
も
し
く
は
論
文
が
仏
訳
の
う
え
、
収
録
さ
れ

　
　
　
　
て
い
る
。

　
　
（
２
）
９
・
嚢
｝
君
・
塞
～
蟹
・
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
七
五
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
３
）
９
・
§
｝
Ｐ
切
９
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
七
八
－
七
九
ぺ
－
ジ
。

　
　
　
　
例
え
ば
、
マ
ル
ク
ス
の
唯
物
論
へ
の
移
行
の
時
期
を
、
ヤ
ー
ソ
、
パ
ジ
ト
ノ
フ
は
一
八
四
四
年
に
、
ラ
ー
ピ
ソ
は
一
八
四
三
年
に
、
シ
ャ
フ
は
一

　
　
　
　
八
四
一
年
に
お
く
と
い
う
よ
う
に
。

　
　
（
４
）
９
・
婁
｝
Ｐ
蜆
Ｐ
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
七
九
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
５
）
　
９
・
嚢
｝
Ｐ
８
．
邦
訳
、
策
一
分
冊
、
八
○
１
八
一
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
６
）
ｏ
｛
嚢
｝
ｏ
Ｐ
竃
～
ｏ
ド
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
八
三
－
八
四
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
７
）
嚢
｝
ｏ
」
９
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
六
二
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
８
）
ミ
｝
ｏ
・
雰
・
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
八
六
ぺ
ー
ジ
。

　
　
（
９
）
§
｝
ｏ
・
ｇ
。
ド
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
三
九
ぺ
ー
ジ
。



（
１
０
）

（
ｕ
）

（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

（
１
６
）

（
１
７
）

（
１
８
）

　
嚢
｝
り
｝
３
～
睾
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
八
九
－
九
〇
ぺ
ー
ジ
。

　
Ｏ
－
嚢
｝
軍
撃
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
九
一
べ
－
ジ
。

　
ち
な
み
に
、
初
期
マ
ル
ク
ス
と
へ
－
ゲ
ル
と
の
関
係
に
っ
い
て
の
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
解
釈
は
き
わ
め
て
特
異
で
あ
る
。
か
れ
は
初
期
マ
ル
ク
ス

の
時
期
を
、
Ｈ
『
ラ
イ
ソ
新
聞
』
の
時
期
１
「
カ
ン
ド
ー
フ
ィ
ヒ
テ
型
の
間
題
意
識
」
を
前
提
と
す
る
「
白
由
主
義
的
合
理
主
義
の
時
期
」
、
〇

一
八
四
二
年
か
ら
四
五
年
に
至
る
時
期
１
「
フ
オ
イ
ェ
ル
バ
ツ
ハ
の
人
問
学
的
間
題
意
識
」
に
も
と
づ
く
「
共
同
体
的
合
理
主
義
」
の
時
期
に
二

分
し
、
　
「
青
年
マ
ル
ク
ス
の
へ
－
ゲ
ル
主
義
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
一
箇
の
「
神
話
」
と
し
て
し
り
ぞ
げ
る
と
と
も
に
、
「
『
四
四
年
の
草
稿
』
に
お
げ

る
突
然
の
全
面
的
な
最
後
の
へ
ー
ゲ
ル
回
帰
」
を
説
い
て
い
る
（
句
◎
『
峯
彗
戸
り
Ｐ
○
。
岬
～
ｏ
．
９
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
四
三
－
四
四
ぺ
－
ジ
）
。

　
嚢
｝
ｏ
・
ｓ
９
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
一
五
二
ぺ
ー
ジ
。

　
例
え
ば
メ
イ
サ
ー
ロ
シ
ュ
は
近
著
『
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
』
（
Ｈ
・
峯
肢
泣
８
ｏ
・
一
き
蔓
、
吻
ド
ざ
ｏ
ミ
ミ
き
ぎ
§
ぎ
§
－
◎
■
ｑ
昌
Ｈ
彗
◎
．
）
で
、

マ
ル
ク
ス
の
全
思
想
体
系
は
ｏ
。
訂
巨
■
器
８
邑
－
（
彩
成
の
初
期
状
態
）
に
お
い
て
は
『
経
済
学
・
哲
学
手
稿
』
（
一
八
四
四
年
）
で
定
礎
さ
れ
た
と

主
張
し
て
い
る
。
た
お
本
書
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
重
田
「
書
評
　
メ
イ
サ
ー
ロ
シ
ュ
『
マ
ル
ク
ス
の
疎
外
論
』
」
（
関
西
大
学
『
経
済
論
集
』
第
二

〇
巻
第
三
号
）
を
参
照
。

　
－
．
ト
Ｈ
亭
易
ｏ
っ
胃
一
き
、
き
ミ
一
■
◎
箏
｛
ｇ
宕
８
一
君
・
Ｈ
寓
～
］
８
．
邦
訳
、
箪
二
分
冊
、
四
七
－
五
二
ぺ
－
ジ
。

　
Ｏ
｛
・
ミ
｝
Ｏ
．
晩
Ｈ
・
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
一
〇
六
べ
－
ジ
。

　
Ｏ
－
ミ
｝
Ｏ
・
事
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
一
〇
三
ぺ
－
ジ
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
レ
ー
ニ
ソ
と
哲
学
」
邦
訳
、
二
九
－
一
二
〇
ぺ
－
ジ
。
た
お
「
歴
史
が
主
体
な
き
一
過
程
」
だ
と
い
う
主
張
に
っ
い
て
は
・

同
書
二
二
－
二
二
一
ぺ
ー
ジ
の
叙
述
が
併
せ
て
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
■
≧
艘
易
ｏ
・
ｏ
■
き
、
き
ミ
一
－
ｓ
｛
昌
宕
箪
ｂ
』
睾
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
一
五
四
ぺ
－
ジ
。

三

　
周
知
の
よ
う
に
、
　
「
哲
学
的
意
識
の
清
算
」
の
書
で
あ
る
『
ド
イ
ツ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
は
、
　
「
自
立
的
な
哲
学
の
終
焉
」
と
そ

れ
に
か
わ
る
「
現
実
的
で
実
際
的
な
科
学
」
、
「
人
問
た
ち
の
実
践
的
な
活
動
と
実
践
的
な
発
展
過
程
の
解
明
」
の
は
じ
ま
り
を
宣
言

　
　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
（
八
九
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
九
〇
〇
）

　
　
　
（
１
）

し
て
い
た
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
を
さ
し
あ
た
り
歴
史
の
科
学
の
体
系
と
し
て
把
え
、
そ
の
成
立
を
『
ド
イ
ツ
．

イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』
に
み
る
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
　
『
ド
ィ
ツ
・
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
』
の
以
上
の
宣
言
は
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
間

題
と
し
て
迫
っ
て
く
る
と
い
わ
な
げ
れ
ば
な
ら
た
い
。
事
実
、
か
れ
は
こ
の
宣
言
を
真
正
面
か
ら
受
げ
止
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
か

れ
は
こ
れ
ま
で
に
こ
の
問
題
に
真
劔
に
取
組
ん
で
き
た
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
が
た
ど
っ
た
道
に
二
っ
の
方
向
が
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
一
っ
は
「
哲
学
の
実
現
」
に
よ
る
「
哲
学
の
止
揚
」
の
立
場
か
ら
問
題
解
決
の
鍵
を
政
治
的
実
践
に
求
め
た
人
々
の
と
っ
た
方

向
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
は
「
哲
学
の
ブ
ロ
レ
タ
リ
ァ
的
達
成
に
お
げ
る
哲
学
の
死
を
ほ
め
た
た
え
た
。
」
他
の
一
群
の
人
々
は
『
ド

イ
ツ
・
イ
デ
オ
回
ギ
ー
』
の
宣
言
の
後
半
部
分
を
文
字
通
り
実
証
主
義
的
に
解
釈
し
て
、
　
「
哲
学
の
実
現
、
つ
ま
り
哲
学
の
死
を
引

き
受
げ
る
の
は
・
…
・
…
純
然
た
る
科
学
で
あ
る
」
と
し
た
。
こ
の
よ
う
た
哲
学
の
「
実
用
主
義
的
－
宗
教
的
な
死
」
と
「
実
証
主
義
的

な
死
」
と
い
う
二
っ
の
立
場
に
反
対
し
て
、
か
れ
は
「
哲
学
の
哲
学
的
た
死
」
の
立
場
を
唱
え
る
。
そ
れ
は
「
わ
れ
わ
れ
自
身
の
た

め
に
『
若
き
マ
ル
ク
ス
』
の
批
判
的
オ
デ
ュ
セ
ィ
ァ
を
ふ
た
た
び
は
じ
め
る
」
こ
と
に
ほ
か
な
ら
た
い
が
、
か
れ
の
場
合
、
マ
ル
ノ

ス
の
思
想
形
成
史
の
再
検
討
と
い
う
哲
学
的
実
践
は
ま
さ
に
こ
の
遍
歴
の
旅
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
は
て
に
訪
れ
た
の
が
イ
デ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
哲
学
の
死
で
あ
っ
た
。
げ
れ
ど
も
、
す
で
に
み
た
立
場
に
立
っ
か
れ
に
と
っ
て
は
、
史
的
唯
物
論
と
い
う
科
学

の
成
立
は
哲
学
の
政
治
的
実
践
へ
の
解
消
や
実
証
主
義
科
学
へ
の
解
消
で
あ
っ
て
は
た
ら
ず
、
そ
れ
は
同
時
に
こ
の
歴
史
の
科
学
と

結
び
つ
い
た
、
と
は
い
う
も
の
の
も
は
や
単
な
る
科
学
で
も
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
も
た
い
と
こ
ろ
の
新
し
い
哲
学
、
唯
物
弁
証
法
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

て
の
哲
学
の
再
生
で
な
げ
れ
ば
た
ら
な
い
。

　
で
は
、
こ
の
哲
学
は
哲
学
と
し
て
ど
う
い
う
性
格
の
も
の
た
の
か
？
　
そ
も
そ
も
、
そ
れ
は
独
立
の
体
系
を
そ
な
え
た
捗
で
今
目

存
在
す
る
の
か
ど
う
か
？
　
後
者
の
問
い
に
た
い
す
る
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
答
え
は
否
で
あ
っ
て
、
そ
の
理
由
を
説
明
す
る
た
め
に
、



か
れ
は
「
科
学
的
切
断
の
衝
激
は
そ
の
瞬
問
に
は
感
じ
ら
れ
ず
、
哲
学
が
そ
れ
に
よ
っ
て
組
み
か
え
ら
れ
る
た
め
に
は
時
問
が
必
要

だ
」
と
い
う
こ
と
を
根
拠
に
、
　
「
科
学
に
た
い
す
る
哲
学
の
お
く
れ
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
提
唱
し
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
家
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
場
合
、
独
立
の
体
系
的
な
哲
学
の
書
物
を
書
く
に
は
な
お
「
時
が
熟
し
て
い
な
か
っ
た
」
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
と
は
い
う
も
の

の
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
は
全
く
存
在
し
な
い
わ
け
で
は
な
．
い
。
そ
れ
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
家
た
ち
の
も
と
で
「
実
践
の
状
態
」

で
現
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
も
し
然
り
と
す
れ
ぼ
、
こ
の
「
実
践
の
状
態
」
で
存
在
し
て
い
る
哲
学
を
意
識
的
に
と
り
だ

し
、
体
系
化
す
る
作
業
こ
そ
、
今
目
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
者
に
。
課
せ
ら
れ
た
課
題
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
い
ま
や
こ
の
課
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

解
決
の
地
道
な
作
業
に
と
り
か
か
る
べ
き
だ
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
こ
う
主
張
し
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
作
業
を
す
す
め
る
た
め
に
。
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
が
「
実
践
の
状
態
」
で
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
の
内
容
が

ま
ず
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
よ
れ
ば
、
一
般
に
実
践
と
は
「
所
定
の
素
材
を
所
定
の
生
産
物
に
変
化

さ
せ
る
一
切
の
過
程
」
、
あ
る
い
は
「
所
定
の
（
生
産
の
）
手
段
を
用
い
る
、
所
定
の
人
問
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
変
化
の
一
切
の

過
程
」
を
指
し
て
い
わ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
実
践
の
総
体
は
、
　
「
実
践
の
種
別
的
移
式
」
の
差
違
に
応
じ
て
、
生
産
的
実
践
、
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）

的
実
践
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
実
践
、
理
論
的
実
践
な
ど
に
－
区
分
さ
れ
る
。
か
れ
が
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
は
「
実
践
の
状
態
」
で
存
在

す
る
と
い
う
場
合
の
実
践
と
は
、
こ
れ
ら
の
諸
実
践
の
う
ち
で
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
理
論
的
実
践
と
そ
の
成
果
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

義
理
論
（
科
学
）
に
依
拠
し
た
政
治
的
実
践
と
を
さ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
が
「
実
践
の
状
態
」
で
存
在

す
る
と
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
典
家
た
ち
の
も
と
で
は
、
以
上
の
二
っ
の
実
践
の
中
で
マ
ル
ク
ス
主
義
の
哲
学
が
活
動
の
状
態
に

あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
こ
の
点
を
理
論
的
実
践
に
関
す
る
分
析
に
限
定
し
て
、
か
れ
の
所
説
の
あ
ら
ま
し
を
う
か
が
う
な

ら
、
そ
れ
は
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
一
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
（
九
〇
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
パ
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
（
九
〇
二
）

　
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
理
論
的
活
動
も
実
践
の
一
つ
の
「
種
別
的
彫
式
」
に
ほ
か
た
ら
た
い
の
だ
か
ら
、
実
践
に
関
す
る
一
般

的
観
定
は
理
論
的
実
践
に
も
彩
を
変
え
て
妥
当
す
る
は
ず
で
あ
っ
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
こ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
理
論
的
実
践
を

観
定
し
て
、
理
論
的
実
践
は
Ｏ
他
の
実
践
　
　
「
経
験
的
」
、
「
技
術
的
」
、
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
」
た
ど
の
　
　
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

る
「
素
材
」
（
表
象
、
概
念
、
事
実
）
、
　
「
〈
理
論
Ｖ
に
関
す
る
諸
概
念
と
方
法
と
い
う
そ
れ
ら
の
諸
概
念
の
使
用
方
法
」
と
か
ら
た

る
「
生
産
手
段
」
、
　
「
理
論
労
働
そ
の
も
の
」
の
三
っ
の
契
機
か
ら
た
り
、
こ
の
実
践
の
成
果
は
「
認
識
」
の
生
産
（
科
学
的
真
理

の
獲
得
）
で
あ
る
、
と
い
う
。
と
同
時
に
、
か
れ
は
こ
の
理
論
的
実
践
の
中
で
理
論
と
い
う
概
念
で
指
示
さ
れ
る
も
の
に
、
相
互
に

区
別
さ
れ
る
べ
き
三
つ
の
異
な
っ
た
層
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
「
科
学
的
と
い
う
性
格
を
も
つ
一
切
の

理
論
的
実
践
」
を
指
す
と
こ
ろ
の
理
論
で
あ
り
、
こ
れ
に
た
い
し
て
、
か
れ
は
万
有
引
力
の
理
論
、
波
動
力
学
、
史
的
唯
物
論
た
ど

の
よ
う
に
「
現
実
に
存
在
し
て
い
る
科
学
の
一
定
の
理
論
体
系
」
を
「
理
論
」
（
《
票
邑
ｏ
Ｖ
）
と
い
う
カ
ッ
コ
付
の
記
号
で
区
別
す

名
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
「
理
論
」
体
系
は
「
そ
の
く
理
論
Ｖ
の
面
で
、
こ
の
体
系
の
複
合
的
な
統
一
の
内
部
に
、
…
…
－
自
己
自
身

の
理
論
的
実
践
の
成
果
で
あ
り
、
し
か
も
以
後
こ
の
実
践
の
条
件
、
手
段
と
た
る
よ
う
た
諸
成
果
を
反
映
し
て
い
る
」
は
ず
で
あ
っ

て
、
こ
の
諾
成
果
を
一
般
化
し
、
理
論
化
し
た
も
の
を
、
か
れ
は
特
に
『
理
論
』
（
弓
ま
◎
旨
ｏ
）
　
本
稿
で
は
二
重
カ
ヅ
コ
付
で
示
す
１

と
名
づ
げ
て
い
る
。
　
「
現
存
の
経
験
的
実
践
（
人
間
の
具
体
的
活
動
）
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
産
物
を
『
認
識
』
（
科
学
的
真
理
）
に
変
え

て
い
く
（
諸
科
学
の
）
現
存
の
理
論
的
実
践
に
ー
関
す
る
『
理
論
』
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
基
礎
に
彫
琢
の
く
わ
え
ら
れ
た
「
実
践
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

の
『
理
論
』
」
（
『
理
論
』
一
般
）
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
『
理
論
』
一
般
と
理
論
的
実
践
と
は
一
般
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
関
係
に
お
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
理

論
的
実
践
は
そ
の
過
程
で
「
自
己
自
身
の
実
践
、
つ
ま
り
理
論
的
実
践
過
程
に
関
す
る
『
理
論
』
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
い
う
欲
求
」



を
必
ず
し
も
感
じ
な
い
。
婁
言
す
れ
ば
、
理
論
と
し
て
の
科
学
は
、
　
「
自
己
の
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
に
関
す
る
『
理
論
』
」
、
　
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

己
の
『
方
法
』
に
関
す
る
『
理
論
』
」
が
な
く
て
も
、
自
己
の
目
的
で
あ
る
認
識
を
産
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
他
面
、
人
は

「
生
産
手
段
」
と
し
て
の
「
方
法
」
を
媒
介
に
「
素
材
」
（
表
象
、
概
念
、
事
実
）
に
働
き
か
げ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
所
与

の
も
の
」
を
認
識
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
か
ら
、
　
『
理
論
』
が
理
論
的
実
践
の
過
程
で
「
生
産
手
段
」
、
「
方
法
」
と
し
て
生

き
た
姿
で
働
い
て
い
る
こ
と
も
疑
い
な
い
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
が
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
は
出
来
合
い
の
形
で
は
存
在
し
な
い
が
、

「
実
践
の
状
態
」
で
存
在
し
て
い
る
と
い
う
と
き
、
そ
れ
は
以
上
の
事
態
を
さ
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
マ
ル
ク
ス
の
理

論
的
実
践
の
典
型
例
で
あ
る
『
資
本
論
』
に
っ
い
て
と
り
あ
げ
、
か
れ
は
っ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。

　
「
レ
ー
ニ
ソ
は
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
の
中
に
こ
そ
、
マ
ル
ク
ス
の
弁
証
法
　
　
こ
の
言
葉
に
よ
っ
て
レ
ー
ニ
ソ
は
マ
ル
ク
ス

主
義
哲
学
そ
の
も
の
を
指
し
て
い
た
　
　
を
探
究
し
な
げ
れ
ぼ
な
ら
な
い
と
言
っ
て
い
た
。
　
『
資
本
論
』
に
は
新
し
い
哲
学
の
諸
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
完
成
し
、
あ
る
い
は
鍛
え
上
げ
る
こ
と
の
で
き
る
も
の
が
存
在
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。
諸
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
０
）

は
確
か
に
仕
事
中
で
あ
り
、
　
『
実
践
の
状
態
』
に
あ
る
。
」

　
こ
の
よ
う
に
理
論
的
実
践
は
無
関
心
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
げ
れ
ど
も
、
　
玩
実
に
は
こ
の
実
践
を
支
え
、
　
実
践
を
所
期
の
成
果

（
認
識
）
の
産
出
に
向
っ
て
衝
き
動
か
し
て
い
る
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
　
　
こ
の
実
践
過
程
で
「
仕
事
中
」
の
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
「
理
論
」

か
ら
剥
離
し
て
意
識
化
し
、
理
論
と
し
て
体
系
化
し
た
も
の
こ
そ
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
『
理
論
』
一
般
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
、
　
　
　
、

マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
さ
し
あ
た
り
の
移
態
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
で
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
る
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
は
い
か
な
る
性
格
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
？
　
例
え
ば
「
『
資
本
論
』

を
読
む
」
と
い
う
よ
う
に
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
好
ん
で
「
…
…
－
を
読
む
」
と
い
う
。
か
れ
に
と
っ
て
は
、
「
読
む
」
（
Ｈ
ぎ
）
と

　
　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
一
　
（
九
〇
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
九
〇
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ｕ
）

は
「
徴
侯
的
に
読
む
こ
と
」
（
－
９
９
８
。
。
く
旨
冥
◎
昌
巴
ｏ
）
、
す
た
わ
ち
「
理
論
」
（
も
し
く
は
「
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
」
）
の
「
理
論
」
（
「
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
」
）
と
し
て
の
展
開
を
た
ど
る
こ
と
を
通
じ
て
、
「
理
論
」
（
「
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
」
）
の
無
意
識
の
部
分
、
つ
ま
り
「
理
論
」
（
「
イ
デ

ォ
ロ
ギ
ー
」
）
の
隠
さ
れ
た
構
造
（
「
問
題
意
識
」
、
「
方
法
」
な
ど
）
を
読
み
と
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
例
え
ぱ
『
資
本
論
』
の
中
か
ら
そ
の

「
理
論
」
の
展
開
を
通
し
て
「
仕
事
中
」
の
『
理
論
』
を
積
極
的
に
読
み
と
り
、
こ
れ
を
『
理
論
』
一
般
の
構
成
に
役
立
て
る
こ
と

が
こ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
『
理
論
』
は
理
論
的
実
践
の
過
程
で
は
、
「
理
論
」
に
よ
る
認
識
獲
得
の
た
め
の
「
生
産
手
段
」

（
方
法
）
と
し
て
働
い
て
い
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
実
践
の
成
果
で
あ
る
「
理
論
」
上
の
著
作
を
「
徴
侯
的
に
読
む
」
こ
と
を
通
じ
て

読
み
と
ら
れ
る
『
理
論
』
は
ひ
と
ま
ず
、
す
ぐ
れ
て
方
法
の
体
系
と
い
う
性
格
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
。
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
ア

ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
史
的
唯
物
論
と
い
う
科
学
の
成
立
と
同
時
に
、
そ
れ
に
即
応
し
て
登
場
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
性
格
を
規
定

し
て
、
科
学
と
結
び
つ
き
な
が
ら
、
し
か
も
科
学
に
解
消
し
え
な
い
も
の
と
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
内
容
が
方
法
の
体
系
と
し

て
の
哲
学
に
ほ
か
た
ら
ぬ
こ
と
は
い
ま
や
明
ら
か
で
あ
る
。

　
さ
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
構
想
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
が
、
一
面
で
実
践
一
般
の
『
理
論
』
と
し
て
す
ぐ
れ
て
方
法
の
体
系

で
あ
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
同
時
に
他
面
で
、
そ
れ
は
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
し
て
の
哲
学
で
な
げ
れ
ば
汝
ら
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
は
相
互
に
間
題
意
識
、
概
念
、
概
念
装
置
を
異
に
す
る
も
の
と
し
て
、
両
者
の
間
に
は
あ
の
「
認
識

論
上
の
切
断
」
が
介
在
し
、
後
者
は
前
者
と
の
関
係
の
断
絶
の
上
に
は
じ
め
て
そ
の
体
系
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

と
は
い
う
も
の
の
、
科
学
の
発
展
を
お
し
す
す
め
る
理
論
的
実
践
は
真
空
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
様
々
の

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
状
況
の
中
で
、
と
き
に
は
そ
れ
と
対
時
し
、
あ
る
い
は
両
者
の
相
互
侵
透
を
通
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
の
が
実
状
で
あ

る
。
し
て
み
れ
ぱ
、
　
「
攻
め
か
こ
む
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
、
あ
る
恩
恵
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
」
た
「
純
粋
の
」
科
学
の
発
展
な
ど
あ



り
え
ず
、
科
学
は
「
そ
れ
を
占
有
し
、
そ
れ
に
つ
き
ま
と
い
、
そ
れ
を
窺
う
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
か
ら
絶
え
ず
み
ず
か
ら
を
解
放
」
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
２
）

「
純
化
」
す
る
と
い
う
条
件
の
下
で
し
か
存
在
し
、
発
展
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
，
よ
れ
ば
、
科
学
の
存
在
と

発
展
の
た
め
に
か
か
る
条
件
を
確
保
す
べ
く
不
断
に
闘
い
続
げ
る
こ
と
こ
そ
す
ぐ
れ
て
哲
学
に
課
せ
ら
れ
た
使
命
の
一
つ
で
あ
っ
て
、

し
か
も
か
れ
の
場
合
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
は
科
学
と
結
び
つ
き
、
さ
し
あ
た
り
科
学
の
方
法
と
し
て
体
系
化
さ
れ
る
は
ず
の
も
の

で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
こ
そ
こ
の
闘
い
の
中
で
も
っ
と
も
有
効
な
働
き
を
す
る
哲
学
だ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
が
こ
の
闘
い
の
中
で
果
す
役
割
を
「
理
論
の
領
域
に
お
げ
る
実
践
的
な
形
で

の
介
入
」
と
名
づ
げ
、
こ
の
形
で
の
介
入
の
核
心
を
、
理
論
の
領
域
内
で
「
科
学
的
な
も
の
と
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
も
の
と
の
問
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
３
）

〈
境
界
線
を
引
く
こ
と
Ｖ
」
に
求
め
て
い
る
。
例
え
ぼ
、
か
れ
は
マ
ル
ク
ス
に
お
け
る
「
理
論
上
の
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
説
き
、

初
期
マ
ル
ク
ス
に
お
げ
る
「
人
問
の
自
己
疎
外
と
止
揚
論
」
に
依
拠
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
解
釈
に
強
く
反
対

す
る
の
だ
が
、
史
的
唯
物
論
を
科
学
の
体
系
と
し
て
把
え
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
一
移
態
と
し
て
観
定
す
る
か
れ

に
と
っ
て
は
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
解
釈
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
的
要
素
と
科
学
的
要
素
と
の
と
り
ち
が
え
乃
至
混
同
に

も
と
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
の
こ
う
い
っ
た
解
釈
に
反
対
し
、
マ
ル
ク
ス
の
「
理
論
上
の
反
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
」
を
明

確
に
す
る
こ
と
は
、
あ
の
二
っ
の
要
素
の
問
の
「
境
界
線
」
を
あ
ら
た
め
て
引
き
直
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
哲
学
の
立
場
か
ら
マ
ル
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
４
）

ス
主
義
の
科
学
と
し
て
の
一
層
の
純
化
と
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
ほ
か
た
ら
な
い
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
、
哲
学
の
こ
う
い
っ
た
「
理
論
の
領
域
に
お
げ
る
実
践
的
な
形
で
の
介
入
」
と
並
ん
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
５
）

い
ま
一
つ
の
介
入
の
彩
、
す
な
わ
ち
、
　
「
定
義
づ
げ
ら
れ
た
諸
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
定
式
化
に
よ
る
理
論
的
た
形
で
の
介
入
」
の
存
在
す

る
こ
と
を
説
き
、
哲
学
の
「
理
論
の
領
域
に
お
げ
る
介
入
」
を
以
上
の
二
つ
の
形
で
の
介
入
の
統
一
に
お
い
て
把
え
て
い
る
。
わ
た

　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
九
〇
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
・
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
（
九
〇
六
）

く
し
は
さ
き
に
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
構
想
す
る
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
根
本
的
性
格
を
、
方
法
の
体
系
と
し
て
の
哲
学
と
ク
リ
テ
ィ

シ
ズ
ム
と
し
て
の
哲
学
と
い
う
二
側
面
の
統
一
に
み
た
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
上
述
の
規
定
と
ほ
ぼ
重
な
り

あ
う
こ
と
は
も
は
や
あ
ら
た
め
て
説
く
必
要
は
な
か
ろ
う
。

（
１
）

（
２
）

（
３
）

（
４
）

（
５
）

（
６
）

（
７
）

（
８
）

（
９
）

（
１
０
）

（
ｕ
） 　

Ｏ
｝
．
　
Ｈ
（
．
崖
四
Ｈ
Ｒ
＼
｝
．
　
向
箏
胴
ｏ
－
ｏ
ｏ
－
　
Ｈ
一
｝
ｏ
ｑ
ｏ
ユ
Ｕ
｝
ｏ
｝
．
　
Ｏ
・
ｏ
ｏ
ｑ
ｏ
箏
ｏ
ｏ
”
け
Ｎ
　
く
◎
■
　
一
Ｂ
Ｉ
”
一
¢
ユ
四
－
ｏ
ｏ
饒
ｏ
ｏ
ｏ
｝
０
Ｈ
　
■
■
｛
　
－
｛
¢
”
－
ｏ
ｏ
饒
ｏ
ｏ
ｏ
｝
ｏ
『
　
ト
昌
ｏ
ｏ
ｏ
｝
四
■
■
■
寧

ｑ
｝
ミ
ト
ミ
ミ
蒔
さ
§
き
§
ぎ
内
¢
Ｏ
庁
昌
一
－
Ｏ
甘
Ｎ
村
一
彗
９
Ｃ
０
・
旨
・
花
崎
果
平
訳
、
四
三
－
四
四
ぺ
－
ジ
。

　
Ｏ
－
■
≧
亭
易
。
。
ｏ
■
き
、
き
ミ
一
■
◎
邑
９
Ｈ
８
９
０
？
心
ｃ
◎
～
ｏ
．
９
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
三
二
－
三
五
ぺ
ー
ジ
。

　
例
え
ぱ
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
っ
て
い
る
。
　
「
マ
ル
ク
ス
は
歴
史
理
論
（
史
的
唯
物
論
）
を
築
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
だ
一
つ

の
同
じ
動
き
（
「
認
識
論
上
の
切
断
」
１
重
田
）
の
中
で
、
そ
れ
以
前
に
か
れ
が
も
っ
て
い
た
観
念
論
的
・
哲
学
的
意
識
と
断
絶
し
、
同
時
に
。
新
し
い

哲
学
（
弁
証
法
的
唯
物
論
）
を
築
い
た
の
で
あ
っ
た
。
」
（
き
、
き
ミ
一
ｐ
◎
。
。
。
・
邦
訳
、
第
一
分
冊
、
四
〇
ぺ
ー
ジ
）

　
む
ろ
ん
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
は
エ
ソ
ゲ
ル
ス
、
レ
ー
ニ
ソ
の
哲
学
上
の
著
作
を
忘
れ
て
い
る
わ
げ
で
は
た
い
。
た
だ
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
と
し

て
み
た
場
合
、
そ
れ
ら
は
大
き
な
制
約
を
う
げ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ぱ
『
反
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
』
に
っ
い
て
は
、
ユ
ン
ゲ
ル
ス
は
結
局
「
職
業

的
な
哲
学
老
た
ち
を
論
破
し
え
た
か
っ
た
」
（
『
レ
ー
ニ
ン
と
哲
学
』
、
四
ニ
ベ
ー
ジ
）
と
い
い
、
レ
ー
ニ
ソ
の
『
唯
物
諭
と
経
験
批
判
論
』
に
関
し

て
は
、
そ
の
思
考
が
依
然
と
し
て
「
客
観
的
経
験
論
の
間
題
設
定
の
内
側
」
　
（
同
上
、
五
〇
ぺ
－
ジ
）
で
お
こ
た
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
レ
ー
ニ
ソ
の
『
哲
学
ノ
ー
ト
』
と
毛
沢
東
の
『
矛
盾
論
』
と
『
実
践
論
』
に
た
い
す
る
評
価
は
こ
れ
と
は
別
で
あ
る
（
き
、
き
ミ
一

り
．
Ｈ
ｏ
。
ド
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
八
三
－
八
四
ぺ
－
ジ
）
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
レ
ー
ニ
ン
と
哲
学
』
　
邦
訳
、
三
八
－
四
四
ぺ
ー
ジ
。

　
Ｏ
－
－
．
≧
艘
易
。
・
實
一
き
、
き
ミ
一
－
◎
己
８
岩
８
一
署
．
Ｈ
雰
～
Ｈ
ミ
．
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
六
一
－
六
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
嚢
｝
甲
－
箪
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
六
四
ぺ
ー
ジ
。

　
Ｏ
－
§
ト
り
Ｐ
Ｈ
雪
～
畠
印
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
六
二
－
六
四
ぺ
ー
ジ
。

　
ｏ
－
ミ
｝
ｏ
Ｐ
Ｈ
お
～
ミ
ト
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
七
一
－
七
ニ
ペ
ー
ジ
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
レ
一
ニ
ソ
と
哲
学
』
　
邦
訳
、
四
一
べ
－
ジ
。

　
Ｏ
“
ド
ト
ー
亭
易
ｏ
．
ｏ
■
き
、
き
ミ
一
－
◎
箏
｛
８
宕
８
一
Ｐ
曽
↑
（
英
訳
者
の
用
語
解
説
）



（
１
２
）

（
１
３
）

（
１
４
）

（
１
５
）

ｏ
“
ミ
｝
電
．
ミ
◎
～
一
Ｓ
．
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
六
七
－
六
八
べ
ー
ジ
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
レ
ー
ニ
ソ
と
哲
学
』
　
邦
訳
、
七
ニ
ベ
ー
ジ
。
た
お
き
、
き
ミ
一
ｂ
や
－
ｓ
～
Ｈ
お
（
邦
訳
、
第
二
分
冊
、
六
八
－
七
〇
ぺ

－
ジ
）
を
併
せ
て
参
照
の
こ
と
。

　
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
解
釈
に
ー
た
い
す
る
批
判
の
理
論
上
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
二
節
の
議
論
を
、
実
践
的
根
拠
に
つ
い

て
は
、
本
稿
第
一
節
の
註
（
１
３
）
を
参
照
。

　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
『
レ
ー
ニ
ソ
と
哲
学
』
邦
訳
、
七
ニ
ペ
ー
ジ
。

む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
、
わ
た
く
し
は
本
稿
を
ひ
と
ま
ず
三
節
に
わ
げ
、
ま
ず
第
一
節
で
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
お
げ
る
イ
デ
ォ
ロ
ギ
ー
と
科
学

と
の
峻
別
、
お
よ
び
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
関
係
に
お
い
て
史
的
唯
物
論
の
占
め
る
特
権
的
地
位
に
関
す
る
か
れ
の
解
釈
に
っ
い
て
紹

介
し
た
。
っ
い
で
第
二
節
で
は
、
い
わ
ぼ
第
一
節
で
の
結
論
の
ケ
ー
ス
・
ス
タ
デ
ィ
を
兼
ね
て
、
こ
の
結
論
を
マ
ル
ク
ス
の
思
想
移

成
の
歩
み
に
適
用
し
た
場
合
に
生
ず
る
新
解
釈
を
か
れ
の
所
説
に
そ
っ
て
検
討
し
て
み
た
。
こ
の
検
討
を
通
じ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た

こ
と
の
一
つ
は
、
哲
学
の
問
題
化
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
存
否
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
っ
た
が
、
そ
こ
で
第
三
節
で
は
こ
の

問
題
を
承
げ
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
存
立
の
根
拠
と
存
在
形
態
と
を
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
い
わ
ゆ
る
「
理
論
的
実
践
」
の
構
造

分
析
の
整
理
を
通
じ
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
そ
の
結
果
え
た
さ
し
あ
た
り
の
解
答
は
、
方
法
と
し
て
の
哲
学
と
ク
リ
テ
ィ

シ
ズ
ム
と
し
て
の
哲
学
と
い
う
二
っ
の
側
面
の
統
一
と
し
て
の
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
と
い
う
性
格
規
定
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
に
と
っ
て
は
、
こ
の
二
つ
の
性
格
を
兼
ね
備
え
た
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
は
ど
の
よ
う
な
捗
で
具
体
化
さ

れ
る
べ
き
な
の
か
？
　
例
え
ぱ
本
稿
の
「
ま
え
が
き
」
で
、
わ
た
く
は
か
れ
の
い
わ
ゆ
る
「
重
層
的
決
定
の
理
論
」
に
っ
い
て
二
言

　
　
　
　
ア
ル
チ
ュ
セ
ー
ル
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
（
重
田
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
　
（
九
〇
七
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
九
巻
．
第
六
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
］
六
　
（
九
〇
八
）

し
、
そ
れ
が
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
と
マ
ル
ク
ス
主
義
と
の
関
係
の
再
検
討
と
結
び
っ
い
て
提
言
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て

お
い
た
が
、
こ
の
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
の
再
検
討
が
へ
ー
ゲ
ル
弁
証
法
と
『
資
本
論
』
の
方
法
（
Ｈ
唯
物
弁
証
法
）
と
の
「
種
別
的
差
異
」

を
求
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
あ
わ
せ
る
た
ら
、
こ
の
「
重
層
的
決
定
の
理
論
」
を
め
ぐ
る
作
業
が
方
法
と
し
て
の
マ
ル
ク

ス
主
義
哲
学
に
ヨ
リ
厳
密
な
論
理
形
式
を
附
与
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
一
っ
に
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
と
は
お
の
ず
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

他
方
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
か
れ
の
マ
ル
ク
ス
主
義
論
の
特
色
の
一
っ
と
し
て
、
マ
ル
グ
ス
主
義
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
的
解
釈
に

た
い
す
る
強
烈
な
批
判
意
識
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
は
一
面
で
か
れ
に
お
け
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
の
峻
別
に

理
論
的
実
践
的
根
拠
を
も
つ
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
マ
ル
ク
ス
主
義
解
釈
に
た
い
す
る
批
判
自
体
が
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
科
学
と
の

弁
別
を
要
求
す
る
も
の
と
し
て
、
他
面
で
は
ク
リ
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
し
て
の
哲
学
と
い
う
マ
ル
ク
ス
主
義
哲
学
の
根
本
的
存
在
形
式
か

ら
発
す
る
哲
学
的
実
践
の
現
わ
れ
の
一
っ
に
ほ
か
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
発
展
の
た
め
の
か
れ

の
積
極
的
提
言
の
一
っ
一
っ
は
、
本
稿
で
検
討
し
た
か
九
に
お
げ
る
旧
来
の
マ
ル
ク
ス
主
義
解
釈
に
た
い
す
る
反
省
と
そ
れ
に
も
と

づ
く
マ
ル
ク
ス
主
義
思
想
の
構
造
把
握
に
深
く
根
ざ
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
は
、
本
稿
は
あ
く
ま
で
も
か
れ
の
積
極

的
奨
言
の
理
解
と
批
判
的
吟
味
の
た
め
の
予
備
作
業
に
す
ぎ
な
い
。


